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うぶやまの風
〈学校教育目標〉 学び合い 支え合い きたえ合う産山の子ども

～「合い」とは仲間との高め合い、集団の中での育ち合い、教育的愛情による導き～

産山学園HPも随時更新

３つの合い言葉

３週間の充実したヒゴタイ交流終わる
９月２４日（日）～１０月１５日（日）の間、ヒゴタイ交流が行われま

した。この期間、学園生との交流はもちろんのこと、着物着付け体験、書
道体験、巻き寿司つくり体験など、日本文化にも触れました。また、琴の
練習に取り組み、送別式典で日本唱歌「さくら さくら」の曲を立派に演
奏することができました。

Touchwin（タチウィン）先生はじめ４名の交流生は、言葉や文化の壁を乗り越え、いろい
ろなことに挑戦する毎日でした。１５日（日）の福岡空港での別れの際、交流生とホスト
ファミリーは涙の別れとなりました。それだけ、お互いが親密になれたことの証だと思いま
す。
交流実施にあたって、ホストファミリーの皆様のご理解とご協力に感謝するとともに、交

流を計画・準備段階から支えていただいた村当局にも感謝いたします。


